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山
プ
リ
ン
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サ
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社
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．
０
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X
．
０
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１ 

― 

６
６
９ 

― 

3
9
1
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〈
発
行
印
刷
会
社
〉

　木蓮が〝十・八・
連〞の合字であるこ
とから、連隊花とし
て制定されました。
　第５代連隊長・高
木成助１等陸佐が考
案され、連隊隊舎東
側に植樹されている
木蓮は、毎年５月上
旬に鮮やかな薄桃色
の花をさかせ、連隊
に春の訪れを告げる
とともに、連隊を温
かく見守っています。

連隊花　木蓮

　
連
隊
は
、
２
月
４
日
（
土
）
か
ら
２
月
11
日
（
土
）
ま
で
開
催
さ
れ
た
第
73
回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り

に
お
い
て
、第
２
雪
像
制
作
部
隊
と
し
て
メ
イ
ン
会
場
の
大
通
８
丁
目
会
場
を
飾
る
純
白
の
大
雪
像
「
豊

平
館
（
ほ
う
へ
い
か
ん
）」
を
制
作
し
、
彩
り
を
添
え
た
。

　「
豊
平
館
」
は
、明
治
時
代
初
期
に
北
海
道
開
拓
使
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
木
造
の
西
洋
式
ホ
テ
ル
で
、

明
治
天
皇
も
利
用
さ
れ
た
由
緒
あ
る
建
造
物
で
あ
り
国
の
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
札
幌
市

を
代
表
す
る
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
。
　

　
３
年
ぶ
り
の
本
格
開
催
と
な
っ
た
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
、
今
回
は
「
豊
平
館
と
振
り
返
る
札
幌
の
１

０
０
年
」
と
題
し
て
札
幌
市
政
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
も
力
が

注
が
れ
、
昼
夜
を
通
じ
観
光
客
の
皆
様
を
魅
了
し
た
。

　
連
隊
は
、
大
雪
像
の
制
作
に
お
い
て
永
年
に
わ
た
り
技
術
部
長
を
努
め
た
二
唐
准
尉
が
昨
年
定
年
退

官
さ
れ
、
制
作
経
験
を
有
す
る
隊
員
も
異
動
等
に
よ
り
減
少
す
る
な
ど
当
初
は
制
作
に
不
安
も
あ
っ
た

が
、
そ
こ
は
新
技
術
部
長
の
１
中
隊
細
川
１
曹
を
始
め
と
し
た
熟
練
の
隊
員
が
中
核
と
な
り
連
隊
が
誇

る
ア
イ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
工
法
に
よ
り
、
伝
統
の
技
を
魅
せ
た
。
ア
イ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
で
使
用
す
る
雪
に
は
、

標
高
の
高
い
中
山
峠
の
頂
上
付
近
で
採
取
で
き
る
真
っ
白
な
雪
を
使
用
す
る
こ
だ
わ
り
や
、
細
か
い
彫

刻
が
施
さ
れ
た
ア
イ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
の
仕
上
げ
に
は
、
素
手
で
表
面
を
撫
で
て
溶
か
し
、
氷
の
膜
を
張
ら

せ
る
徹
底
ぶ
り
と
、
こ
の
こ
だ
わ
り
と
愛
情
を
込
め
た
ひ
と
手
間
に
よ
っ
て
雪
像
を
青
白
く
美
し
く
輝

か
せ
た
。

　
本
雪
像
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
第
２
雪
像
制
作
隊
長
（
前
第
１
普
通
科
中
隊
長
　
古
川
１
尉
）
が

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
た
「
一
丸
（
み
ん
な
の
力
を
一
つ
に
）」
を
合
言
葉
に
所
命
必
遂
す
る
と
と

も
に
、
後
輩
隊
員
に
伝
統
の
技
を
引
き
継
い
だ
。

第１１旅団創立記念行事
真駒内駐屯地開庁記念行事

　
連
隊
は
、
６
月
25
日
（
日
）
第
11
旅
団
創
立

15
周
年
・
真
駒
内
駐
屯
地
開
庁
69
周
年
記
念
行

事
に
参
加
し
た
。

　
当
日
は
、
雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
の
下
自
衛
官
候

補
生
21
名
も
連
隊
の一員
と
し
て
参
列
し
、
威
風

堂
々
と
し
た
姿
で
旗
本
連
隊
と
し
て
の
威
容
を

誇
示
し
た
。

　
本
行
事
は
４
年
ぶ
り
に一般
公
開
し
約
１
万
１

千
人
が
来
場
さ
れ
る
中
、
札
幌
市
長
を
は
じ
め

多
く
の
来
賓
か
ら
激
励
を
受
け
、
連
隊
は
期
待

さ
れ
る
任
務
の
崇
高
さ
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
記
念
す
べ
き
結
節
に
気
持
ち
を
新
た
に

し
た
。
連
隊
は
引
き
続
き
連
隊
長
要
望
事
項
の

「
向
上
」「
連
携
」
を
合
言
葉
に
「
所
命
必
遂
」

で
き
る
連
隊
を
目
指
し
、一歩
一歩
着
実
に
前
進

し
て
い
く
。

　
７
月
23
日
（
日
）
真
駒
内
駐
屯
地
に
お
い
て
連
隊
創
立
69

周
年
記
念
行
事
と
し
て
、
感
謝
状
贈
呈
式
、
大
運
動
会
、
記

念
会
食
を
盛
大
に
開
催
し
た
。

　
感
謝
状
贈
呈
式
に
お
い
て
は
、
永
年
に
わ
た
り
連
隊
に
ご

協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
各
協
力
団
体
の
方
々
に
対
し
、

こ
れ
ま
で
の
感
謝
の
意
を
表
し
、
連
隊
長
よ
り
感
謝
状
を
贈

呈
し
た
。

　
続
く
大
運
動
会
で
は
、
中
隊
対
抗
種
目
の
綱
引
き
、
大
相
撲
、

リ
レ
ー
種
目
の
他
、
親
子
綱
引
き
や
ち
び
っ
こ
ふ
れ
あ
い
相

撲
の
家
族
種
目
を
追
加
し
て
内
容
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

連
隊
ら
っ
ぱ
競
技
会
を
合
わ
せ
て
開
催
し
、
自
衛
隊
の
理
解

促
進
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
も
く
れ
ん
Ｏ
Ｂ
会
が
主
催
し
た
記
念
会
食
で
は
、

各
自
治
体
首
長
、
協
力
団
体
及
び
隊
員
ご
家
族
を
迎
え
、
４

年
振
り
に
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
園
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
笑
顔

で
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
７
月
23
日
（
日
）
真
駒
内
駐
屯
地
に
お
い
て
連
隊
創
立
69

周
年
記
念
行
事
と
し
て
、
感
謝
状
贈
呈
式
、
大
運
動
会
、
記

念
会
食
を
盛
大
に
開
催
し
た
。

　
感
謝
状
贈
呈
式
に
お
い
て
は
、
永
年
に
わ
た
り
連
隊
に
ご

協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
各
協
力
団
体
の
方
々
に
対
し
、

こ
れ
ま
で
の
感
謝
の
意
を
表
し
、
連
隊
長
よ
り
感
謝
状
を
贈

呈
し
た
。

　
続
く
大
運
動
会
で
は
、
中
隊
対
抗
種
目
の
綱
引
き
、
大
相
撲
、

リ
レ
ー
種
目
の
他
、
親
子
綱
引
き
や
ち
び
っ
こ
ふ
れ
あ
い
相

撲
の
家
族
種
目
を
追
加
し
て
内
容
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

連
隊
ら
っ
ぱ
競
技
会
を
合
わ
せ
て
開
催
し
、
自
衛
隊
の
理
解

促
進
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
も
く
れ
ん
Ｏ
Ｂ
会
が
主
催
し
た
記
念
会
食
で
は
、

各
自
治
体
首
長
、
協
力
団
体
及
び
隊
員
ご
家
族
を
迎
え
、
４

年
振
り
に
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
園
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
笑
顔

で
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　平成15年10月に
現連隊最先任上級
曹長である髙橋准尉
によってデザイン、作
成されました。
シンボルマークには、
・精 強 性「白頭鷲」
・迅 速 性「稲妻」
・勝者の証「月桂樹」
の意味が込められて
います。

連隊シンボルマーク

連
隊
創
立
69
周
年
記
念
行
事
第
73
回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
大
雪
像
制
作

細かい彫刻ブロックの取り付け プロジェクションマッピングと大勢の観客

完成した大雪像「豊平館」と制作隊の隊員

令和 5 年 8 月 1 日98



120mm迫撃砲射撃

北海道を歩こう支援
　
連
隊
は
、
５
月
21
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
札
幌
市
内
真
駒
内
か
ら
国
立
公
園
支
笏
湖
ま
で
を
歩
く
民
間
イ

ベ
ン
ト
「
第
46
回
北
海
道
を
歩
こ
う
」
に
お
い
て
、
給
水
支
援
を
実
施
し
た
。

　
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
た
め
、
マ
ス
ク
着
用
や
人
数
制
限
な
ど
制
約
の
あ
る
中
で
の
開
催
で
あ
っ
た

が
、
今
年
度
は
こ
れ
ら
が
緩
和
と
な
り
、
参
加
者
は
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
本
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。

　
当
日
は
生
憎
の
雨
模
様
で
肌
寒
い
気
象
状
況
で
あ
っ
た
が
、
７
歳
か
ら
90
歳
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
約
８
０
０

名
が
参
加
を
し
、
連
隊
が
コ
ー
ス
上
の
休
憩
地
点
に
準
備
を
し
た
水
ト
レ
ー
ラ
の
水
を
飲
ん
だ
り
、
顔
や
手
を

洗
っ
た
り
と
思
い
思
い
に
利
用
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
陸
上
自
衛

隊
の
隊
員
・
装
備
品
を
間
近
で
「
見
る
」「
触
れ
合
う
」
に
よ
り
広
報
効
果
の
獲
得
に
も
繋
が
っ
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
東
月
寒
セ
ー
フ
テ
ィ
フ
ェ
ス
タ
、
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
大
雪
像
制
作
、
札
幌
ス
キ
ー
マ

ラ
ソ
ン
支
援
等
、
積
極
的
に
支
援
・
協
力
し
て
い
く
。

　
連
隊
は
、
６
月
７
日
（
水
）
北
海

道
大
演
習
場
島
松
地
区
に
お
い
て
、

令
和
５
年
度
連
隊
第
１
次
火
砲
射
撃

の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
１
２
０
ｍ

ｍ
迫
撃
砲
射
撃
を
札
幌
市
自
衛
隊
家

族
会
５
名
に
公
開
し
た
。

　
本
訓
練
で
は
、
少
な
い
実
弾
射
撃

機
会
を
最
大
限
活
用
し
、
日
頃
の
訓

練
成
果
を
発
揮
し
て
所
望
の
成
果
を

挙
げ
る
べ
く
、
時
折
雨
が
混
じ
る
天

候
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、
隊
員
一
人

ひ
と
り
が
真
剣
に
集
中
し
て
取
り
組

み
、
訓
練
公
開
に
参
加
し
た
家
族
会

会
員
の
方
々
か
ら
は
、「
間
近
で
見
る

実
弾
射
撃
に
圧
倒
さ
れ
た
」「
普
段
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
訓
練
風
景
を
見

ら
れ
て
良
か
っ
た
」「
隊
員
の
溌
溂
と

し
た
姿
を
見
て
頼
も
し
く
感
じ
た
」

「
今
の
自
衛
隊
の
携
行
食
は
美
味
し

い
！
」
な
ど
、
数
々
の
感
想
を
い
た

だ
い
た
。

　
連
隊
は
、
こ
こ
数
年
に
わ
た
り
コ

ロ
ナ
禍
で
協
力
団
体
の
方
々
と
の
交
流

に
制
限
を
受
け
て
い
た
が
、
今
後
は
こ

の
よ
う
な
訓
練
公
開
の
場
を
増
や
し
て

積
極
的
に
交
流
を
図
り
、
顔
の
見
え
る

関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊

の
理
解
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

自衛官候補生25km徒歩行進
　
連
隊
は
、
６
月
２
日
（
金
）

北
海
道
大
演
習
場
西
岡
地
区
に

お
い
て
、
令
和
５
年
度
自
衛
官

候
補
生
課
程
25
ｋ
ｍ
徒
歩
行
進

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
自
衛

隊
の
理
解
促
進
を
図
る
た
め
、

本
訓
練
を
隊
員
家
族
に
公
開
し

た
。

　
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

家
族
に
見
守
ら
れ
る
中
歩
き
始

め
た
自
衛
官
候
補
生
達
は
、
終

盤
に
差
し
掛
か
る
と
、
起
伏
の

あ
る
地
形
や
背
の
う
や
装
備
品

の
重
さ
も
相
ま
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
疲
れ
が
見
え
る
場
面
も
散

見
さ
れ
た
が
、
お
互
い
声
を
掛

け
合
い
励
ま
し
合
い
な
が
ら
一

人
の
脱
落
者
も
出
す
こ
と
な
く

目
的
地
ま
で
完
歩
し
た
。

　
現
場
で
見
学
さ
れ
た
ご
家
族

の
皆
様
か
ら
も
「
逞
し
く
成
長

し
た
姿
に
と
て
も
感
銘
を
受
け

た
。」
等
の
ご
感
想
を
い
た
だ
い

た
。
自
衛
官
候
補
生
は
、
入
隊

式
以
降
、
久
し
振
り
の
家
族
と

の
再
会
を
果
た
し
、
時
折
笑
顔

や
安
心
し
た
様
子
を
見
せ
、
充

実
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。

　
４
月
４
日
（
火
）
か
ら
４
月
６
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
民
間
企
業

の
新
入
社
員
２
名
を
対
象
に
約
４
年
振
り
と
な
る
隊
内
生
活
体
験（
体

験
入
隊
）
を
実
施
し
た
。

　
入
隊
者
は
着
隊
す
る
や
、
早
速
着
慣
れ
な
い
迷
彩
服
に
身
を
包
み
、

緊
張
の
面
持
ち
で
入
隊
式
に
臨
ん
だ
。
そ
の
後
、
人
生
で
初
め
て
教

わ
る
基
本
教
練
で
は
「
気
を
付
け
」「
敬
礼
」「
直
れ
」「
休
め
」
の
号

令
に
当
初
は
ぎ
こ
ち
な
い
動
作
で
あ
っ
た
が
、
約
１
時
間
の
体
験
で

節
度
あ
る
動
作
に
変
わ
り
、
現
職
隊
員
に
も
負
け
ず
劣
ら
な
い
練
度

に
ま
で
到
達
し
た
。

　
２
日
目
の
12
㎞
徒
歩
行
進
体
験
で
は
、
履
き
慣
れ
な
い
半
長
靴
で

高
低
差
の
大
き
い
演
習
場
内
を
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
行
進
し
た
が
、

途
中
の
大
休
止
に
お
い
て
喫
食
し
た
戦
闘
糧
食
は
「
美
味
し
い
」「
毎

日
食
べ
た
い
」
な
ど
、
と
て
も
好
評
で
あ
っ
た
。
行
進
終
了
の
直
前

に
は
、
仲
間
が
負
傷
し
た
と
い
う
想
定
で
状
況
が
付
与
さ
れ
、
各
体

験
入
隊
者
は
疲
労
困
憊
の
中
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
負
傷
者
を
担

架
に
乗
せ
、
目
的
地
ま
で
搬
送
し
た
と
こ
ろ
で
状
況
終
了
の
ホ
イ
ッ

ス
ル
が
鳴
り
、
全
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終
了
し
た
。

　
入
隊
式
は
２
人
と
も
不
安
と
緊
張
の
面
持
ち
で
あ
っ
た
が
、
修
了

式
で
は
自
信
に
満
ち
溢
れ
た
顔
つ
き
と
な
り
、
逞
し
く
成
長
し
た
姿

を
目
の
当
た
り
に
し
た
会
社
の
上
司
は
、
こ
の
体
験
入
隊
に
参
加
さ

せ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
後
に
所
見
を
述
べ
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
体
験

入
隊
も
再
び
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
新
入
社
員
を
逞
し
く
成
長
さ
せ

る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
我
々
と
し
て
も
訓
練
の
一
端
を
ご
理
解
い

た
だ
け
る
場
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
各
企
業
様
か
ら

の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
い
申
し
込
み
要
領

は
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　新
入
社
員
の
初
仕
事
は
体
験
入
隊

　新
入
社
員
の
初
仕
事
は
体
験
入
隊

コロナ禍が明け訓練公開を再開
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自
衛
隊
協
力
会

隊
友
会
真
駒
内
支
部

い
っ
ぱ
ち
会

も
く
れ
ん
Ｏ
Ｂ
会

連隊を力強く支える各協力団体の紹介

転
　
出
　
者

定
年
退
官
者
の
紹
介

転
　
入
　
者

「
令
和
４
年
度
後
期
」

【
連
隊
本
部
】

◇
２
等
陸
佐

　
樋
田
　
　
純
（
札
　
幌
・
北
部
方
面
総
監
部
防
衛
部
へ
）

◇
１
等
陸
尉

　
新
井
　
克
弥
（
宮
古
島
・
宮
古
警
備
隊
へ
）

　
山
下
　
敏
和
（
富
　
士
・
富
士
学
校
へ
）

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
２
等
陸
尉

　
澤
井
　
　
豊
（
久
　
居
・
久
居
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

　
永
島
　
義
紀
（
真
駒
内
・
真
駒
内
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

　
細
川
　
貴
子
（
宮
古
島
・
宮
古
警
備
隊
へ
）

◇
陸
曹
長

　
赤
間
　
雄
介
（
札
　
幌
・
北
部
方
面
総
監
部
付
隊
へ
）

◇
１
等
陸
曹

　
早
坂
　
　
洋
（
仙
　
台
・
東
北
補
給
処
へ
）

◇
２
等
陸
曹

　
佐
伯
　
貴
浩
（
石
　
垣
・
八
重
山
警
務
備
隊
へ
）

　
柴
﨑
　
公
宏
（
東
千
歳
・
北
部
方
面
混
成
団
本
部
へ
）

　
紫
葉
　
健
太
（
真
駒
内
・
冬
季
戦
技
教
育
隊
へ
）

　
中
嶋
　
信
秀
（
仙
　
台
・
仙
台
病
院
へ
）

　
石
井
　
智
也
（
新
発
田
・
第
30
普
通
科
連
隊
へ
）

【
第
１
普
通
科
中
隊
】

◇
1
等
陸
尉

　
古
川
　
哲
也
（
大
　
村
・
第
16
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
准
陸
尉
　

　
板
宮
　
知
弘
（
真
駒
内
・
第
11
旅
団
司
令
部
付
隊
へ
）

◇
２
等
陸
曹
　

　
門
傳
　
卓
也
（
旭
　
川
・
第
52
普
通
科
連
隊
へ
）

【
第
２
普
通
科
中
隊
】

◇
３
等
陸
佐

　
佐
怒
賀
亮
太
（
熊
　
本
・
熊
本
地
方
協
力
本
部
へ
）

◇
２
等
陸
曹

　
伊
藤
　
克
昌
（
函
　
館
・
第
28
普
通
科
連
隊
へ
）

　
垣
本
　
実
成
（
旭
　
川
・
第
26
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
３
等
陸
曹

　
小
山
田
　
司
（
新
発
田
・
第
30
普
通
科
連
隊
へ
）

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

◇
２
等
陸
曹

　
菅
井
　
浩
治
（
遠
　
軽
・
第
25
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
３
等
陸
曹

　
清
水
　
　
碧
（
東
千
歳
・
第
１
陸
曹
教
育
隊
へ
）

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
陸
曹
長

　
米
田
　
恵
介
（
令
和
５
年
7
月
9
日
）

◇
２
等
陸
曹

　
小
日
向
義
光
（
令
和
５
年
１
月
26
日
）

【
第
１
普
通
科
中
隊
】　

◇
陸
曹
長

　
金
澤
　
　
守
（
令
和
５
年
５
月
４
日
）

◇
１
等
陸
曹

　
奈
良
　
定
広
（
令
和
５
年
７
月
13
日
）

【
第
２
普
通
科
中
隊
】

◇
准
陸
尉

　
染
矢
　
直
寛
（
令
和
５
年
３
月
1
日
）

◇
陸
曹
長

　
石
田
　
政
広
（
令
和
５
年
２
月
21
日
）

　
山
下
　
　
元
（
令
和
５
年
７
月
14
日
）

◇
１
等
陸
曹

　
阿
曽
　
　
達
（
令
和
５
年
５
月
12
日
）

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

◇
陸
曹
長

　
平
下
　
謙
一
（
令
和
５
年
１
月
14
日
）

　
太
田
　
広
一
（
令
和
５
年
４
月
17
日
）

◇
１
等
陸
曹

　
佐
藤
　
敏
将
（
令
和
５
年
３
月
18
日
）

　
作
間
　
幸
一
（
令
和
５
年
３
月
24
日
）

　
中
村
　
裕
一
（
令
和
５
年
７
月
22
日
）

「
令
和
４
年
度
後
期
」

【
連
隊
本
部
】

◇
３
等
陸
佐

　
鷲
津
　
浩
文
（
青
　
森
・
第
９
師
団
司
令
部
か
ら
）

◇
１
等
陸
尉

　
佐
々
木
兼
吾
（
豊
　
川
・
第
49
普
通
科
連
隊
か
ら
）

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
１
等
陸
尉

　
大
宅
　
　
勝
（
金
　
沢
・
第
14
普
通
科
連
隊
か
ら
）

◇
陸
曹
長

　
柴
田
　
頼
明
（
練
　
馬
・
第
１
普
通
科
連
隊
か
ら
）

◇
２
等
陸
曹

　
大
関
　
章
宏
（
高
　
田
・
第
２
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　
下
山
大
次
郎
（
真
駒
内
・
第
１
２
０
教
育
大
隊
か
ら
）

　
佐
竹
　
智
樹
（
真
駒
内
・
真
駒
内
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら
）

【
第
１
普
通
科
中
隊
】

◇
３
等
陸
佐

　
高
見
　
正
明
（
富
　
士
・
富
士
学
校
か
ら
）

◇
２
等
陸
曹

　
佐
藤
　
清
二
（
滝
ヶ
原
・
普
通
科
教
導
連
隊
か
ら
）

　
桒
垣
　
大
樹
（
北
千
歳
・
評
価
支
援
隊
か
ら
）

　
上
野
　
　
快
（
富
　
士
・
富
士
教
団
付
か
ら
）

◇
３
等
陸
曹

　
中
村
　
信
貴
（
習
志
野
・
第
１
空
挺
団
第
３
大
隊
か
ら
）

【
第
２
普
通
科
中
隊
】

◇
３
等
陸
佐

　
谷
田
部
卓
彦
（
守
　
山
・
第
10
師
団
司
令
部
か
ら
）

◇
１
等
陸
曹

　
大
橋
　
敬
裕
（
土
　
浦
・
武
器
学
校
か
ら
）

◇
２
等
陸
曹

　
石
川
　
遼
大
（
東
千
歳
・
第
１
陸
曹
教
育
隊
か
ら
）

◇
３
等
陸
曹

　
細
川
　
大
地
（
相
　
浦
・
第
１
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

◇
２
等
陸
曹

　
小
出
　
明
生
（
福
　
岡
・
第
19
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　
安
藤
　
浩
士
（
真
駒
内
・
第
11
旅
団
司
令
部
付
隊
か
ら
）

　
西
沼
　
佑
司
（
遠
　
軽
・
第
25
普
通
科
連
隊
か
ら
）

◇
３
等
陸
曹

　
山
田
　
啄
也
（
旭
　
川
・
第
26
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　
自
衛
隊
協
力
会
は
、
自
衛
隊
の
活
動
を
理
解
し
協
力
す
る
と
と
も
に
、

駐
屯
地
等
自
衛
隊
施
設
の
見
学
や
定
期
総
会
等
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
と

の
交
流
を
深
め
て
い
る
。

　
構
成
は
各
地
域
毎
に
分
か
れ
、
道
内
の
様
々
な
駐
屯
地
、
航
空
基
地

等
に
足
を
運
び
駐
屯
地
で
の
史
料
館
の
見
学
を
始
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、

車
両
等
の
体
験
搭
乗
、
隊
員
食
堂
で
の
喫
食
等
、
様
々
な
視
点
か
ら
見

学
を
し
て
、
自
衛
隊
の
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。
入
会
に
つ
い

て
は
ど
な
た
で
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
本
紙
８
面
参
照

　「
隊
友
会
」
は
国
民
と
自
衛
隊
と
の
架
け
橋
と
し
て
、
陸
・
海
・
空
の

自
衛
隊
退
職
者
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
団
体
で
、
防
衛
及
び
防
災
関
連

諸
業
務
に
対
す
る
各
種
協
力
、
自
衛
隊
に
対
す
る
協
力
、
殉
職
隊
員
及

び
戦
没
者
等
の
慰
霊
顕
彰
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
活

動
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
中
の
隊
友
会
真
駒
内
支
部
は
、
公
益
社
団
法
人
「
隊
友
会
」
の

一
地
域
支
部
で
、
支
部
長
　
野
村 

武
昌
氏 

以
下
、
真
駒
内
・
澄
川
に
居

住
す
る
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
約
２
０
０
名
の
会
員
を
も
っ
て
組
織
さ

れ
、
真
駒
内
駐
屯
地
所
属
部
隊
に
対
す
る
支
援
協
力
や
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
第
18
普
通
科
連
隊
と
は
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
と
な
っ
て
、
相
互
に
連
携
し
て
い
る
。

　
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
で
の
雪
像
制
作
期
間
中
に
お
い
て
は
制
作
隊
へ

の
激
励
を
し
て
い
た
だ
く
等
、
精
力
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
年

５
月
28
日
（
日
）
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
約
４
年
間
実
施
で
き
な
か
っ
た

懇
親
会
を
行
い
、
さ
ら
な
る
懇
親
を
深
め
た
。

　
い
っ
ぱ
ち
会
は
、
旅
団
友
の
会
に
入
会
し
「
一
日
体
験
入
隊
」
さ
れ

た
方
々
で
構
成
さ
れ
、
会
員
相
互
の
切
磋
琢
磨
・
情
報
交
換
及
び
親
和

団
結
を
深
め
る
と
と
も
に
、
連
隊
と
密
に
連
携
し
て
自
衛
隊
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
名
誉
会
長
の
川
村
昭
範
氏
、
会
長
の
中
崎

義
昭
氏
の
他
35
名
で
日
々
精
力
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
連
隊
の
各
種
競
技
会
、
訓
練
隊
へ
の
激
励
の
ほ
か
、
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま

つ
り
会
場
に
お
け
る
雪
像
制
作
隊
へ
の
激
励
、
連
隊
創
立
記
念
行
事
へ

の
参
加
等
、
年
間
を
通
じ
連
隊
に
寄
り
添
う
支
援
を
実
施
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
ほ
か
、
今
年
の
５
月
24
日
（
水
）
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
約
４

年
間
実
施
で
き
な
か
っ
た
懇
親
会
を
開
催
し
、
連
隊
と
い
っ
ぱ
ち
会
の

懇
親
を
深
め
、
良
好
な
関
係
を
構
築
し
た
。

　
も
く
れ
ん
Ｏ
Ｂ
会
は
、
第
18
普
通
科
連
隊
に
所
属
し
定
年
さ
れ
た
方
々

で
構
成
さ
れ
、
会
長
は
第
22
代
副
連
隊
長
で
あ
る
鷲
澤
　
洋
一
郎
氏
が

務
め
る
。
会
員
数
は
約
２
０
０
名
で
あ
り
、
活
動
内
容
は
定
期
総
会
、

年
２
回
の
本
機
関
紙
「
も
く
れ
ん
」
の
発
刊
、
連
隊
の
各
種
訓
練
・
さ
っ

ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
や
連
隊
創
立
記
念
行
事
及
び
訓
練
隊
へ
の
激
励
等
に
よ

り
、
連
隊
を
温
か
く
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
併
せ
て
、Ｏ
Ｂ
会
会
員
相
互
の
親
睦
融
和
を
図
る
た
め
、
過
去
に
は

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
訓
練
見
学
会
及
び
懇
親
会

を
実
施
し
て
い
る
。
今
年
の
７
月
８
日
（
日
）
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
約
４

年
間
実
施
で
き
な
か
っ
た
懇
親
会
を
開
催
し
て
Ｏ
Ｂ
会
の
方
々
と
の
さ

ら
な
る
懇
親
を
深
め
た
。
ま
た
Ｏ
Ｂ
会
は
会
独
自
に
米
寿
を
迎
え
ら
れ

た
会
員
に
対
し
佐
官
の
デ
ザ
イ
ン
に
仕
立
て
た
識
別
帽
を
贈
呈
す
る
等
、

会
員
相
互
に
お
い
て
も
親
密
な
関
係
を
構
築
し
て
い
る
。

　連隊での勤務は、楽しいことも苦しいことも仲間と
一緒に乗り越えてきました。
　特に、１中隊在職中にスキー競技会で10連覇を達成
し祝勝会でお酒を飲めたときは至福のひとときでした。
　最後に「今の気持ち」と掛けまして「駐屯地正門か
ら見える建物」と説きます。
　その心は「感謝（官舎）」しかありません。
　よねっちです。(‘’◇‘’) ゞ
　皆様、本当にお世話になりました。
　　　本部管理中隊　米田准尉
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北海道を歩こう支援
　
連
隊
は
、
５
月
21
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
札
幌
市
内
真
駒
内
か
ら
国
立
公
園
支
笏
湖
ま
で
を
歩
く
民
間
イ

ベ
ン
ト
「
第
46
回
北
海
道
を
歩
こ
う
」
に
お
い
て
、
給
水
支
援
を
実
施
し
た
。

　
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
た
め
、
マ
ス
ク
着
用
や
人
数
制
限
な
ど
制
約
の
あ
る
中
で
の
開
催
で
あ
っ
た

が
、
今
年
度
は
こ
れ
ら
が
緩
和
と
な
り
、
参
加
者
は
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
本
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。

　
当
日
は
生
憎
の
雨
模
様
で
肌
寒
い
気
象
状
況
で
あ
っ
た
が
、
７
歳
か
ら
90
歳
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
約
８
０
０

名
が
参
加
を
し
、
連
隊
が
コ
ー
ス
上
の
休
憩
地
点
に
準
備
を
し
た
水
ト
レ
ー
ラ
の
水
を
飲
ん
だ
り
、
顔
や
手
を

洗
っ
た
り
と
思
い
思
い
に
利
用
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
陸
上
自
衛

隊
の
隊
員
・
装
備
品
を
間
近
で
「
見
る
」「
触
れ
合
う
」
に
よ
り
広
報
効
果
の
獲
得
に
も
繋
が
っ
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
東
月
寒
セ
ー
フ
テ
ィ
フ
ェ
ス
タ
、
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
大
雪
像
制
作
、
札
幌
ス
キ
ー
マ

ラ
ソ
ン
支
援
等
、
積
極
的
に
支
援
・
協
力
し
て
い
く
。

　
連
隊
は
、
６
月
７
日
（
水
）
北
海

道
大
演
習
場
島
松
地
区
に
お
い
て
、

令
和
５
年
度
連
隊
第
１
次
火
砲
射
撃

の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
１
２
０
ｍ

ｍ
迫
撃
砲
射
撃
を
札
幌
市
自
衛
隊
家

族
会
５
名
に
公
開
し
た
。

　
本
訓
練
で
は
、
少
な
い
実
弾
射
撃

機
会
を
最
大
限
活
用
し
、
日
頃
の
訓

練
成
果
を
発
揮
し
て
所
望
の
成
果
を

挙
げ
る
べ
く
、
時
折
雨
が
混
じ
る
天

候
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、
隊
員
一
人

ひ
と
り
が
真
剣
に
集
中
し
て
取
り
組

み
、
訓
練
公
開
に
参
加
し
た
家
族
会

会
員
の
方
々
か
ら
は
、「
間
近
で
見
る

実
弾
射
撃
に
圧
倒
さ
れ
た
」「
普
段
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
訓
練
風
景
を
見

ら
れ
て
良
か
っ
た
」「
隊
員
の
溌
溂
と

し
た
姿
を
見
て
頼
も
し
く
感
じ
た
」

「
今
の
自
衛
隊
の
携
行
食
は
美
味
し

い
！
」
な
ど
、
数
々
の
感
想
を
い
た

だ
い
た
。

　
連
隊
は
、
こ
こ
数
年
に
わ
た
り
コ

ロ
ナ
禍
で
協
力
団
体
の
方
々
と
の
交
流

に
制
限
を
受
け
て
い
た
が
、
今
後
は
こ

の
よ
う
な
訓
練
公
開
の
場
を
増
や
し
て

積
極
的
に
交
流
を
図
り
、
顔
の
見
え
る

関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊

の
理
解
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

自衛官候補生25km徒歩行進
　
連
隊
は
、
６
月
２
日
（
金
）

北
海
道
大
演
習
場
西
岡
地
区
に

お
い
て
、
令
和
５
年
度
自
衛
官

候
補
生
課
程
25
ｋ
ｍ
徒
歩
行
進

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
自
衛

隊
の
理
解
促
進
を
図
る
た
め
、

本
訓
練
を
隊
員
家
族
に
公
開
し

た
。

　
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

家
族
に
見
守
ら
れ
る
中
歩
き
始

め
た
自
衛
官
候
補
生
達
は
、
終

盤
に
差
し
掛
か
る
と
、
起
伏
の

あ
る
地
形
や
背
の
う
や
装
備
品

の
重
さ
も
相
ま
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
疲
れ
が
見
え
る
場
面
も
散

見
さ
れ
た
が
、
お
互
い
声
を
掛

け
合
い
励
ま
し
合
い
な
が
ら
一

人
の
脱
落
者
も
出
す
こ
と
な
く

目
的
地
ま
で
完
歩
し
た
。

　
現
場
で
見
学
さ
れ
た
ご
家
族

の
皆
様
か
ら
も
「
逞
し
く
成
長

し
た
姿
に
と
て
も
感
銘
を
受
け

た
。」
等
の
ご
感
想
を
い
た
だ
い

た
。
自
衛
官
候
補
生
は
、
入
隊

式
以
降
、
久
し
振
り
の
家
族
と

の
再
会
を
果
た
し
、
時
折
笑
顔

や
安
心
し
た
様
子
を
見
せ
、
充

実
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。

　
４
月
４
日
（
火
）
か
ら
４
月
６
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
民
間
企
業

の
新
入
社
員
２
名
を
対
象
に
約
４
年
振
り
と
な
る
隊
内
生
活
体
験（
体

験
入
隊
）
を
実
施
し
た
。

　
入
隊
者
は
着
隊
す
る
や
、
早
速
着
慣
れ
な
い
迷
彩
服
に
身
を
包
み
、

緊
張
の
面
持
ち
で
入
隊
式
に
臨
ん
だ
。
そ
の
後
、
人
生
で
初
め
て
教

わ
る
基
本
教
練
で
は
「
気
を
付
け
」「
敬
礼
」「
直
れ
」「
休
め
」
の
号

令
に
当
初
は
ぎ
こ
ち
な
い
動
作
で
あ
っ
た
が
、
約
１
時
間
の
体
験
で

節
度
あ
る
動
作
に
変
わ
り
、
現
職
隊
員
に
も
負
け
ず
劣
ら
な
い
練
度

に
ま
で
到
達
し
た
。

　
２
日
目
の
12
㎞
徒
歩
行
進
体
験
で
は
、
履
き
慣
れ
な
い
半
長
靴
で

高
低
差
の
大
き
い
演
習
場
内
を
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
行
進
し
た
が
、

途
中
の
大
休
止
に
お
い
て
喫
食
し
た
戦
闘
糧
食
は
「
美
味
し
い
」「
毎

日
食
べ
た
い
」
な
ど
、
と
て
も
好
評
で
あ
っ
た
。
行
進
終
了
の
直
前

に
は
、
仲
間
が
負
傷
し
た
と
い
う
想
定
で
状
況
が
付
与
さ
れ
、
各
体

験
入
隊
者
は
疲
労
困
憊
の
中
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
負
傷
者
を
担

架
に
乗
せ
、
目
的
地
ま
で
搬
送
し
た
と
こ
ろ
で
状
況
終
了
の
ホ
イ
ッ

ス
ル
が
鳴
り
、
全
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終
了
し
た
。

　
入
隊
式
は
２
人
と
も
不
安
と
緊
張
の
面
持
ち
で
あ
っ
た
が
、
修
了

式
で
は
自
信
に
満
ち
溢
れ
た
顔
つ
き
と
な
り
、
逞
し
く
成
長
し
た
姿

を
目
の
当
た
り
に
し
た
会
社
の
上
司
は
、
こ
の
体
験
入
隊
に
参
加
さ

せ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
後
に
所
見
を
述
べ
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
体
験

入
隊
も
再
び
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
新
入
社
員
を
逞
し
く
成
長
さ
せ

る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
我
々
と
し
て
も
訓
練
の
一
端
を
ご
理
解
い

た
だ
け
る
場
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
各
企
業
様
か
ら

の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
い
申
し
込
み
要
領

は
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　新
入
社
員
の
初
仕
事
は
体
験
入
隊

　新
入
社
員
の
初
仕
事
は
体
験
入
隊

コロナ禍が明け訓練公開を再開
98令和 5 年 8 月 1 日

自
衛
隊
協
力
会

隊
友
会
真
駒
内
支
部

い
っ
ぱ
ち
会

も
く
れ
ん
Ｏ
Ｂ
会

連隊を力強く支える各協力団体の紹介

転
　
出
　
者

定
年
退
官
者
の
紹
介

転
　
入
　
者

「
令
和
４
年
度
後
期
」

【
連
隊
本
部
】

◇
２
等
陸
佐

　
樋
田
　
　
純
（
札
　
幌
・
北
部
方
面
総
監
部
防
衛
部
へ
）

◇
１
等
陸
尉

　
新
井
　
克
弥
（
宮
古
島
・
宮
古
警
備
隊
へ
）

　
山
下
　
敏
和
（
富
　
士
・
富
士
学
校
へ
）

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
２
等
陸
尉

　
澤
井
　
　
豊
（
久
　
居
・
久
居
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

　
永
島
　
義
紀
（
真
駒
内
・
真
駒
内
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

　
細
川
　
貴
子
（
宮
古
島
・
宮
古
警
備
隊
へ
）

◇
陸
曹
長

　
赤
間
　
雄
介
（
札
　
幌
・
北
部
方
面
総
監
部
付
隊
へ
）

◇
１
等
陸
曹

　
早
坂
　
　
洋
（
仙
　
台
・
東
北
補
給
処
へ
）

◇
２
等
陸
曹

　
佐
伯
　
貴
浩
（
石
　
垣
・
八
重
山
警
務
備
隊
へ
）

　
柴
﨑
　
公
宏
（
東
千
歳
・
北
部
方
面
混
成
団
本
部
へ
）

　
紫
葉
　
健
太
（
真
駒
内
・
冬
季
戦
技
教
育
隊
へ
）

　
中
嶋
　
信
秀
（
仙
　
台
・
仙
台
病
院
へ
）

　
石
井
　
智
也
（
新
発
田
・
第
30
普
通
科
連
隊
へ
）

【
第
１
普
通
科
中
隊
】

◇
1
等
陸
尉

　
古
川
　
哲
也
（
大
　
村
・
第
16
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
准
陸
尉
　

　
板
宮
　
知
弘
（
真
駒
内
・
第
11
旅
団
司
令
部
付
隊
へ
）

◇
２
等
陸
曹
　

　
門
傳
　
卓
也
（
旭
　
川
・
第
52
普
通
科
連
隊
へ
）

【
第
２
普
通
科
中
隊
】

◇
３
等
陸
佐

　
佐
怒
賀
亮
太
（
熊
　
本
・
熊
本
地
方
協
力
本
部
へ
）

◇
２
等
陸
曹

　
伊
藤
　
克
昌
（
函
　
館
・
第
28
普
通
科
連
隊
へ
）

　
垣
本
　
実
成
（
旭
　
川
・
第
26
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
３
等
陸
曹

　
小
山
田
　
司
（
新
発
田
・
第
30
普
通
科
連
隊
へ
）

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

◇
２
等
陸
曹

　
菅
井
　
浩
治
（
遠
　
軽
・
第
25
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
３
等
陸
曹

　
清
水
　
　
碧
（
東
千
歳
・
第
１
陸
曹
教
育
隊
へ
）

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
陸
曹
長

　
米
田
　
恵
介
（
令
和
５
年
7
月
9
日
）

◇
２
等
陸
曹

　
小
日
向
義
光
（
令
和
５
年
１
月
26
日
）

【
第
１
普
通
科
中
隊
】　

◇
陸
曹
長

　
金
澤
　
　
守
（
令
和
５
年
５
月
４
日
）

◇
１
等
陸
曹

　
奈
良
　
定
広
（
令
和
５
年
７
月
13
日
）

【
第
２
普
通
科
中
隊
】

◇
准
陸
尉

　
染
矢
　
直
寛
（
令
和
５
年
３
月
1
日
）

◇
陸
曹
長

　
石
田
　
政
広
（
令
和
５
年
２
月
21
日
）

　
山
下
　
　
元
（
令
和
５
年
７
月
14
日
）

◇
１
等
陸
曹

　
阿
曽
　
　
達
（
令
和
５
年
５
月
12
日
）

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

◇
陸
曹
長

　
平
下
　
謙
一
（
令
和
５
年
１
月
14
日
）

　
太
田
　
広
一
（
令
和
５
年
４
月
17
日
）

◇
１
等
陸
曹

　
佐
藤
　
敏
将
（
令
和
５
年
３
月
18
日
）

　
作
間
　
幸
一
（
令
和
５
年
３
月
24
日
）

　
中
村
　
裕
一
（
令
和
５
年
７
月
22
日
）

「
令
和
４
年
度
後
期
」

【
連
隊
本
部
】

◇
３
等
陸
佐

　
鷲
津
　
浩
文
（
青
　
森
・
第
９
師
団
司
令
部
か
ら
）

◇
１
等
陸
尉

　
佐
々
木
兼
吾
（
豊
　
川
・
第
49
普
通
科
連
隊
か
ら
）

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
１
等
陸
尉

　
大
宅
　
　
勝
（
金
　
沢
・
第
14
普
通
科
連
隊
か
ら
）

◇
陸
曹
長

　
柴
田
　
頼
明
（
練
　
馬
・
第
１
普
通
科
連
隊
か
ら
）

◇
２
等
陸
曹

　
大
関
　
章
宏
（
高
　
田
・
第
２
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　
下
山
大
次
郎
（
真
駒
内
・
第
１
２
０
教
育
大
隊
か
ら
）

　
佐
竹
　
智
樹
（
真
駒
内
・
真
駒
内
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら
）

【
第
１
普
通
科
中
隊
】

◇
３
等
陸
佐

　
高
見
　
正
明
（
富
　
士
・
富
士
学
校
か
ら
）

◇
２
等
陸
曹

　
佐
藤
　
清
二
（
滝
ヶ
原
・
普
通
科
教
導
連
隊
か
ら
）

　
桒
垣
　
大
樹
（
北
千
歳
・
評
価
支
援
隊
か
ら
）

　
上
野
　
　
快
（
富
　
士
・
富
士
教
団
付
か
ら
）

◇
３
等
陸
曹

　
中
村
　
信
貴
（
習
志
野
・
第
１
空
挺
団
第
３
大
隊
か
ら
）

【
第
２
普
通
科
中
隊
】

◇
３
等
陸
佐

　
谷
田
部
卓
彦
（
守
　
山
・
第
10
師
団
司
令
部
か
ら
）

◇
１
等
陸
曹

　
大
橋
　
敬
裕
（
土
　
浦
・
武
器
学
校
か
ら
）

◇
２
等
陸
曹

　
石
川
　
遼
大
（
東
千
歳
・
第
１
陸
曹
教
育
隊
か
ら
）

◇
３
等
陸
曹

　
細
川
　
大
地
（
相
　
浦
・
第
１
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

◇
２
等
陸
曹

　
小
出
　
明
生
（
福
　
岡
・
第
19
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　
安
藤
　
浩
士
（
真
駒
内
・
第
11
旅
団
司
令
部
付
隊
か
ら
）

　
西
沼
　
佑
司
（
遠
　
軽
・
第
25
普
通
科
連
隊
か
ら
）

◇
３
等
陸
曹

　
山
田
　
啄
也
（
旭
　
川
・
第
26
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　
自
衛
隊
協
力
会
は
、
自
衛
隊
の
活
動
を
理
解
し
協
力
す
る
と
と
も
に
、

駐
屯
地
等
自
衛
隊
施
設
の
見
学
や
定
期
総
会
等
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
と

の
交
流
を
深
め
て
い
る
。

　
構
成
は
各
地
域
毎
に
分
か
れ
、
道
内
の
様
々
な
駐
屯
地
、
航
空
基
地

等
に
足
を
運
び
駐
屯
地
で
の
史
料
館
の
見
学
を
始
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、

車
両
等
の
体
験
搭
乗
、
隊
員
食
堂
で
の
喫
食
等
、
様
々
な
視
点
か
ら
見

学
を
し
て
、
自
衛
隊
の
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。
入
会
に
つ
い

て
は
ど
な
た
で
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
本
紙
８
面
参
照

　「
隊
友
会
」
は
国
民
と
自
衛
隊
と
の
架
け
橋
と
し
て
、
陸
・
海
・
空
の

自
衛
隊
退
職
者
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
団
体
で
、
防
衛
及
び
防
災
関
連

諸
業
務
に
対
す
る
各
種
協
力
、
自
衛
隊
に
対
す
る
協
力
、
殉
職
隊
員
及

び
戦
没
者
等
の
慰
霊
顕
彰
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
活

動
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
中
の
隊
友
会
真
駒
内
支
部
は
、
公
益
社
団
法
人
「
隊
友
会
」
の

一
地
域
支
部
で
、
支
部
長
　
野
村 

武
昌
氏 

以
下
、
真
駒
内
・
澄
川
に
居

住
す
る
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
約
２
０
０
名
の
会
員
を
も
っ
て
組
織
さ

れ
、
真
駒
内
駐
屯
地
所
属
部
隊
に
対
す
る
支
援
協
力
や
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
第
18
普
通
科
連
隊
と
は
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
と
な
っ
て
、
相
互
に
連
携
し
て
い
る
。

　
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
で
の
雪
像
制
作
期
間
中
に
お
い
て
は
制
作
隊
へ

の
激
励
を
し
て
い
た
だ
く
等
、
精
力
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
年

５
月
28
日
（
日
）
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
約
４
年
間
実
施
で
き
な
か
っ
た

懇
親
会
を
行
い
、
さ
ら
な
る
懇
親
を
深
め
た
。

　
い
っ
ぱ
ち
会
は
、
旅
団
友
の
会
に
入
会
し
「
一
日
体
験
入
隊
」
さ
れ

た
方
々
で
構
成
さ
れ
、
会
員
相
互
の
切
磋
琢
磨
・
情
報
交
換
及
び
親
和

団
結
を
深
め
る
と
と
も
に
、
連
隊
と
密
に
連
携
し
て
自
衛
隊
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
名
誉
会
長
の
川
村
昭
範
氏
、
会
長
の
中
崎

義
昭
氏
の
他
35
名
で
日
々
精
力
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
連
隊
の
各
種
競
技
会
、
訓
練
隊
へ
の
激
励
の
ほ
か
、
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま

つ
り
会
場
に
お
け
る
雪
像
制
作
隊
へ
の
激
励
、
連
隊
創
立
記
念
行
事
へ

の
参
加
等
、
年
間
を
通
じ
連
隊
に
寄
り
添
う
支
援
を
実
施
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
ほ
か
、
今
年
の
５
月
24
日
（
水
）
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
約
４

年
間
実
施
で
き
な
か
っ
た
懇
親
会
を
開
催
し
、
連
隊
と
い
っ
ぱ
ち
会
の

懇
親
を
深
め
、
良
好
な
関
係
を
構
築
し
た
。

　
も
く
れ
ん
Ｏ
Ｂ
会
は
、
第
18
普
通
科
連
隊
に
所
属
し
定
年
さ
れ
た
方
々

で
構
成
さ
れ
、
会
長
は
第
22
代
副
連
隊
長
で
あ
る
鷲
澤
　
洋
一
郎
氏
が

務
め
る
。
会
員
数
は
約
２
０
０
名
で
あ
り
、
活
動
内
容
は
定
期
総
会
、

年
２
回
の
本
機
関
紙
「
も
く
れ
ん
」
の
発
刊
、
連
隊
の
各
種
訓
練
・
さ
っ

ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
や
連
隊
創
立
記
念
行
事
及
び
訓
練
隊
へ
の
激
励
等
に
よ

り
、
連
隊
を
温
か
く
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
併
せ
て
、Ｏ
Ｂ
会
会
員
相
互
の
親
睦
融
和
を
図
る
た
め
、
過
去
に
は

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
訓
練
見
学
会
及
び
懇
親
会

を
実
施
し
て
い
る
。
今
年
の
７
月
８
日
（
日
）
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
約
４

年
間
実
施
で
き
な
か
っ
た
懇
親
会
を
開
催
し
て
Ｏ
Ｂ
会
の
方
々
と
の
さ

ら
な
る
懇
親
を
深
め
た
。
ま
た
Ｏ
Ｂ
会
は
会
独
自
に
米
寿
を
迎
え
ら
れ

た
会
員
に
対
し
佐
官
の
デ
ザ
イ
ン
に
仕
立
て
た
識
別
帽
を
贈
呈
す
る
等
、

会
員
相
互
に
お
い
て
も
親
密
な
関
係
を
構
築
し
て
い
る
。

　連隊での勤務は、楽しいことも苦しいことも仲間と
一緒に乗り越えてきました。
　特に、１中隊在職中にスキー競技会で10連覇を達成
し祝勝会でお酒を飲めたときは至福のひとときでした。
　最後に「今の気持ち」と掛けまして「駐屯地正門か
ら見える建物」と説きます。
　その心は「感謝（官舎）」しかありません。
　よねっちです。(‘’◇‘’) ゞ
　皆様、本当にお世話になりました。
　　　本部管理中隊　米田准尉
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連
隊
は
、
５
月
25
日
（
木
）
か
ら
５
月
26
日
（
金
）
ま
で
の
間
、「
令
和
５
年
度

旅
団
至
近
距
離
射
撃
競
技
会
」
に
参
加
し
、
小
火
器
射
撃
（
至
近
距
離
射
撃
）
能

力
の
向
上
、
連
隊
及
び
中
隊
の
団
結
の
強
化
及
び
隊
員
の
士
気
高
揚
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
演
習
場
春
季
定
期
整
備
等
の
制
約
が
あ
る
中
、
連
隊
練
成
射
撃
訓
練
の
成
果
が

実
を
結
び
、第
１
普
通
科
中
隊
が
チ
ー
ム
対
抗
の
部
で
43
コ
チ
ー
ム
中
「
第
１
位
」、

連
隊
は
、
連
隊
・
近
接
戦
闘
Ｇ
ｐ
で
「
第
２
位
」
の
成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
連
隊
・
近
接
戦
闘
Ｇ
ｐ
で
は
第
１
位
と
の
差
が
大
き
く
課
題
の

残
る
競
技
会
と
な
っ
た
。
次
回
の
競
技
会
に
向
け
た
分
析
と
、
そ
の
分
析
内
容
を

今
後
の
訓
練
に
取
り
入
れ
、
更
な
る
練
度
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　
本
競
技
会
で
教
官
と
し
て
参
加
し
た
第
１
普
通
科

中
隊
　
西
村
１
曹
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
！

Ｑ
　
競
技
会
に
向
け
た
練
成
で
着
意
し
た
こ
と
は
？

Ａ
　
銃
の
取
扱
い
か
ら
確
実
に
基
本
基
礎
を
徹
底

し
、
非
実
射
訓
練
、
実
弾
射
撃
訓
練
を
段
階
的

に
訓
練
し
ま
し
た
。
指
導
部
３
名
の
認
識
統
一

も
し
っ
か
り
行
っ
て
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
指
導
部
と
し
て
競
技
会
前
に
隊
員
に
は
ど
ん
な

声
掛
け
を
し
ま
し
た
か
？

Ａ
　
前
日
に
隊
員
そ
れ
ぞ
れ
に
明
確
な
目
標
点
数
を

付
与
す
る
と
と
も
に
、
い
つ
も
通
り
射
撃
で
き

る
よ
う
小
ま
め
に
声
を
掛
け
て
緊
張
を
ほ
ぐ
し

ま
し
た
。

Ｑ
　
勝
因
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

Ａ
　
１
番
は
中
隊
全
員
が
同
じ
目
標
を
見
据
え
て
い

た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
選
手
だ
け
で
な
く
、

そ
の
他
の
隊
員
も
勤
務
等
を
通
じ
選
手
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
た
の
が
大
き
い
要
因
だ
と
思
い
ま

す
。

　
連
隊
は
、
５
月
８
日
（
月
）
か
ら
６
月
２
日

（
金
）
ま
で
の
間
、「
令
和
５
年
度
陸
曹
候
補
生

課
程
履
修
前
教
育
」
を
実
施
し
、
陸
曹
教
育
隊

入
校
に
あ
た
り
初
級
陸
曹
と
し
て
必
要
な
資

質
、
基
礎
知
識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
た
。
訓

練
を
実
視
し
た
最
先
任
上
級
曹
長
か
ら
は
、「
命

令
下
達
と
戦
闘
指
導
に
よ
り
、
自
ら
の
企
図
を

部
下
隊
員
に
対
し
て
如
何
に
徹
底
す
る
か
」
に

つ
い
て
指
導
し
、
任
務
分
析
に
基
づ
く
企
図
の

徹
底
を
行
い
、
状
況
に
応
じ
最
良
の
行
動
方
針

を
案
出
し
戦
う
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
新
た
な
戦

い
方
に
必
要
な
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
特
に
注
力
し
て
欲
し
い
と
助
言
し
て
学
生

達
の
や
る
気
を
鼓
舞
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
は
、
本
教
育
を
無
事
に
修
了

し
、第
一
陸
曹
教
育
隊
で
教
育
参
加
中
で
あ
る
。

　
陸
曹
候
補
生
課
程
履
修
前
教
育
で

は
、
男
性
の
普
通
科
隊
員
と
同
じ
訓

練
を
す
る
こ
と
や
慣
れ
な
い
組
長
や

分
隊
長
と
し
て
部
隊
を
指
揮
す
る
こ

と
は
大
変
で
し
た
が
、
こ
こ
で
学
ん

だ
た
く
さ
ん
の
事
を
忘
れ
ず
入
校
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
第
１
０
３
期
陸
曹
候
補
生
課
程
に

入
校
す
る
に
あ
た
っ
て
、
初
め
て
本

州
（
朝
霞
）
で
教
育
に
参
加
す
る
の

で
、
猛
暑
に
耐
え
ら
れ
る
の
か
、
そ

し
て
部
隊
か
ら
１
人
で
遠
く
離
れ
た

地
で
３
ケ
月
間
の
教
育
、
不
安
な
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
今
ま

で
の
部
隊
で
の
経
験
や
履
修
前
で
学

ん
だ
事
を
生
か
し
自
分
の
理
想
と
す

る
陸
曹
を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
！
部

隊
に
帰
っ
て
か
ら
即
戦
力
と
な
れ
る

よ
う
、
教
育
で
は
持
ち
前
の
元
気
と

明
る
さ
で
積
極
果
敢
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

本部管理中隊
通信小隊

畑中　楓花
趣味：野球

はたなか　 ふうか

　
連
隊
は
、
６
月
12
日
（
月
）
か
ら
６
月
16
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
北
海
道
大
演
習
場
島

松
地
区
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
連
隊
ド
ロ
ー
ン
操
縦
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
本
訓
練
は
、
災
害
派
遣
時
を
想
定
し
た
訓
練
と
戦
闘
訓
練
を
想
定
し
た
訓
練
の
区
分
で

実
施
し
、
災
害
用
ド
ロ
ー
ン
に
係
る
基
本
・
応
用
操
縦
要
領
及
び
指
導
法
に
つ
い
て
演
練

し
て
そ
の
能
力
を
向
上
さ
せ
た
。

旅
団
至
近
距
離
射
撃
競
技
会

旅
団
至
近
距
離
射
撃
競
技
会
１
中
隊
教
官

　
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

災
害
時
に
活
用
す
る
た
め
に

災
害
時
に
活
用
す
る
た
め
に

令
和
５
年
度
第
１
次
連
隊
災
害
用

ド
ロ
ー
ン
操
縦
訓
練

陸
曹
候
補
生
試
験
を
経
て

　
陸
曹
候
補
生
課
程
履
修
前
教
育

陸
曹
候
補
生
試
験
を
経
て

　
陸
曹
候
補
生
課
程
履
修
前
教
育

陸
曹
候
補
生

　
　
　
　
入
校
の
意
気
込
み

陸
曹
候
補
生

　
　
　
　
入
校
の
意
気
込
み

第
１
普
通
科
中
隊
チ
ー
ム「
第
１
位
」

旅団至近距離射撃競技会チーム対抗の部　優勝チーム
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泊村防災訓練

　
連
隊
は
、
５
月
８
日
（
月
）
か
ら
８
月

４
日
（
金
）
ま
で
の
間
、「
令
和
５
年
度

旅
団
レ
ン
ジ
ャ
ー
集
合
教
育
」
を
担
任
・

実
施
し
た
。

　
本
教
育
で
は
、
体
力
調
整
、
山
地
潜
入
、

水
路
潜
入
、空
路
潜
入
、破
壊
、生
存
自
活
、

格
闘
等
の
基
礎
訓
練
を
経
て
体
力
・
技
術

を
向
上
さ
せ
、
９
コ
の
想
定
に
区
分
さ
れ

た
行
動
訓
練
に
移
行
し
た
。

　
３
夜
４
日
の
最
終
想
定
で
は
、
体
力
・

気
力
が
限
界
の
中
、
戦
闘
隊
と
し
て
任
務

を
完
遂
し
駐
屯
地
に
帰
還
し
た
。

　
連
隊
か
ら
４
名
の
精
鋭
が
参
加
し
、
最

終
的
に
は
２
名
の
隊
員
が
全
て
の
訓
練
を

通
過
し
、
帰
還
式
に
お
い
て
担
任
官
か
ら

レ
ン
ジ
ャ
ー
徽
章
が
授
与
さ
れ
た
。
今
後

の
中
隊
に
お
け
る
活
躍
を
期
待
す
る
。

　
連
隊
は
、
７
月
23
日
（
日
）、
大
運

動
会
と
並
行
し
て
「
連
隊
ら
っ
ぱ
競

技
会
」
を
開
催
し
た
。

　
過
去
の
記
念
行
事
の
中
で
競
技
会

を
開
催
し
た
前
例
が
な
か
っ
た
が
、

「
ご
来
場
の
皆
様
に
ら
っ
ぱ
吹
奏
を
通

じ
て
、も
っ
と
自
衛
隊
の
こ
と
を
知
っ

て
欲
し
い
。」
と
い
う
強
い
想
い
か
ら

今
回
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
競
技
会
は
、
協
力
団
体
の
審
査

員
も
含
め
た
審
査
に
よ
り
、
個
人
演

奏
と
合
同
演
奏
の
区
分
で
競
わ
れ
、

第
２
普
通
科
中
隊
が
見
事
合
同
吹
奏

の
部
で
「
優
勝
」
を
果
た
し
た
。

　
連
隊
は
、
６
月
10
日
（
土
）
北
海

道
古
宇
郡
（
ふ
る
う
ぐ
ん
）
泊
村
（
と

ま
り
む
ら
）
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た

「
泊
村
防
災
訓
練
」
に
第
１
普
通
科

中
隊
の
14
名
が
参
加
し
た
。

　
泊
村
は
、
北
海
道
で
唯
一
の
原
子

力
発
電
所
「
泊
発
電
所
」
が
存
在
し
、

当
日
は
多
数
の
地
域
住
民
が
避
難
場

所
へ
の
避
難
訓
練
に
参
加
し
た
。
連

隊
が
泊
村
公
民
館
で
実
施
し
た
人
命

救
助
シ
ス
テ
ム
及
び
装
備
車
両
の
展

示
・
説
明
、
野
外
炊
具
に
よ
る
炊
き

出
し
に
も
多
く
の
村
民
が
訪
れ
、
野

外
炊
具
に
よ
る
炊
き
出
し
で
は
、
調

理
し
た
特
製
カ
レ
ー
を
約
１
４
０
名

の
地
域
住
民
及
び
自
治
体
の
皆
様
に

提
供
し
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、「
と

て
も
美
味
し
い
！
」「
避
難
し
て
い

る
と
き
に
食
べ
ら
れ
た
ら
嬉
し
い
」

な
ど
数
々
の
感
謝
や
感
想
を
い
た
だ

い
た
。

　
連
隊
は
、
近
年
頻
発
す
る
全
国
各

地
で
の
地
震
ま
た
、
道
内
に
お
け
る

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
蔓
延
等
の
各

種
災
害
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す

べ
く
、
緊
張
感
を
も
っ
て
災
害
対
処

能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
各
種
防
災
訓
練
に
積
極
的
に

参
加
し
て
、
関
係
自
治
体
及
び
機
関

並
び
に
各
協
力
団
体
と
の
更
な
る
信

頼
関
係
を
醸
成
し
、
連
携
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

　
連
隊
は
、
４
月
３
日
（
月
）
か
ら
６

月
30
日
（
金
）
ま
で
の
間
、「
令
和
５
年

度
自
衛
官
候
補
生
課
程
」
を
担
任
し
た
。

　
自
衛
官
候
補
生
は
、
約
３
か
月
の
期

間
で
基
本
教
練
、射
撃
訓
練
、行
進
訓
練
、

戦
闘
訓
練
を
演
練
し
、
自
衛
官
と
な
る

た
め
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る

と
と
も
に
、
自
衛
官
と
し
て
の
資
質
を

向
上
し
た
。
ま
た
教
育
期
間
の
終
始
を

通
じ
た
団
体
生
活
に
よ
り
、
21
名
の
同

期
の
絆
は
深
ま
り
、
厚
い
信
頼
関
係
を

構
築
し
た
。

　
６
月
27
日
（
火
）
に
は
５
名
の
ご
来

賓
及
び
14
家
族
25
名
の
ご
家
族
が
見
守

る
中
、
修
了
式
を
挙
行
し
、
同
日
付
で

21
名
の
自
衛
官
候
補
生
が
「
２
等
陸
士
」

に
任
命
さ
れ
、
担
任
官
か
ら
修
了
証
書

を
受
け
取
っ
て
、
北
は
名
寄
、
南
は
朝

霞
で
実
施
さ
れ
る
新
隊
員
特
技
課
程
に

参
加
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
地
に

旅
立
っ
た
。

旅
団
レ
ン
ジ
ャ
ー

養
成
集
合
教
育

連
隊
ら
っ
ぱ
競
技
会

連
隊
ら
っ
ぱ
競
技
会

見
事
な
演
奏
で
第
２
普
通
科
中
隊
優
勝
！

防
災
訓
練
を
通
じ

　
地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
醸
成

「
陸
上
自
衛
官
」と
な
っ
て
旅
立
つ

自衛官候補生課程自衛官候補生課程自衛官候補生課程自衛官候補生課程
　
連
隊
は
、
３
月
６
日
（
月
）
か
ら

３
月
10
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
北
海

道
大
演
習
場
西
岡
地
区
及
び
朝
里
岳

周
辺
に
お
い
て
「
令
和
４
年
度
旅
団

冬
季
遊
撃
集
合
訓
練
」
を
実
施
し
た
。

　
本
訓
練
は
、
旅
団
の
冬
季
遊
撃
特

技
保
有
者
８
名
を
対
象
と
し
て
、
襲

撃
任
務
に
係
わ
る
計
画
の
策
定
能
力

の
向
上
及
び
潜
入
〜
襲
撃
〜
離
脱
ま

で
の
戦
闘
下
に
お
け
る
状
況
判
断
能

力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

　
当
初
、
冬
季
に
お
い
て
使
用
す
る

雪
崩
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
、
プ
ロ
ー
ブ
、

ア
イ
ゼ
ン
、
ピ
ッ
ケ
ル
等
の
各
種
器

材
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
復
習
す
る

と
と
も
に
、
行
動
訓
練
に
お
い
て
は
、

約
25
㎏
に
も
及
ぶ
重
装
備
を
携
行
し

約
10
㎞
の
ス
キ
ー
機
動（
潜
入
）の
後
、

想
定
上
の
敵
部
隊
を
襲
撃
し
て
離
脱

す
る
ま
で
の
一
連
の
行
動
に
つ
い
て

演
練
し
、
そ
の
練
度
の
向
上
を
図
っ

た
。

　
本
訓
練
に
参
加
し
た
田
代
２
曹（
札

幌
市
出
身
）
は
、「
冬
季
に
お
け
る
気

象
条
件
の
厳
し
い
中
、
戦
闘
行
動
に

必
要
な
練
度
向
上
の
ほ
か
、
副
課
目

で
実
施
し
た
雪
崩
発
生
時
の
遭
難
者

救
助
要
領
に
つ
い
て
も
体
得
す
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
訓
練
で

あ
っ
た
。」
と
所
見
を
述
べ
た
。

厳
し
い
積
雪
寒
冷
地
で
の
戦
闘
行
動

厳
し
い
積
雪
寒
冷
地
で
の
戦
闘
行
動

旅団冬季遊撃集合訓練旅団冬季遊撃集合訓練旅団冬季遊撃集合訓練旅団冬季遊撃集合訓練

▶
個
人
演
奏
に
て
優
勝

し
た
服
部
３
曹

　（
２
普
中
）

▶
合
同
演
奏
に
て

　
優
勝
し
た

　
第
２
普
通
科
中
隊
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連
隊
は
、
５
月
25
日
（
木
）
か
ら
５
月
26
日
（
金
）
ま
で
の
間
、「
令
和
５
年
度

旅
団
至
近
距
離
射
撃
競
技
会
」
に
参
加
し
、
小
火
器
射
撃
（
至
近
距
離
射
撃
）
能

力
の
向
上
、
連
隊
及
び
中
隊
の
団
結
の
強
化
及
び
隊
員
の
士
気
高
揚
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
演
習
場
春
季
定
期
整
備
等
の
制
約
が
あ
る
中
、
連
隊
練
成
射
撃
訓
練
の
成
果
が

実
を
結
び
、第
１
普
通
科
中
隊
が
チ
ー
ム
対
抗
の
部
で
43
コ
チ
ー
ム
中
「
第
１
位
」、

連
隊
は
、
連
隊
・
近
接
戦
闘
Ｇ
ｐ
で
「
第
２
位
」
の
成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
連
隊
・
近
接
戦
闘
Ｇ
ｐ
で
は
第
１
位
と
の
差
が
大
き
く
課
題
の

残
る
競
技
会
と
な
っ
た
。
次
回
の
競
技
会
に
向
け
た
分
析
と
、
そ
の
分
析
内
容
を

今
後
の
訓
練
に
取
り
入
れ
、
更
な
る
練
度
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　
本
競
技
会
で
教
官
と
し
て
参
加
し
た
第
１
普
通
科

中
隊
　
西
村
１
曹
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
！

Ｑ
　
競
技
会
に
向
け
た
練
成
で
着
意
し
た
こ
と
は
？

Ａ
　
銃
の
取
扱
い
か
ら
確
実
に
基
本
基
礎
を
徹
底

し
、
非
実
射
訓
練
、
実
弾
射
撃
訓
練
を
段
階
的

に
訓
練
し
ま
し
た
。
指
導
部
３
名
の
認
識
統
一

も
し
っ
か
り
行
っ
て
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
指
導
部
と
し
て
競
技
会
前
に
隊
員
に
は
ど
ん
な

声
掛
け
を
し
ま
し
た
か
？

Ａ
　
前
日
に
隊
員
そ
れ
ぞ
れ
に
明
確
な
目
標
点
数
を

付
与
す
る
と
と
も
に
、
い
つ
も
通
り
射
撃
で
き

る
よ
う
小
ま
め
に
声
を
掛
け
て
緊
張
を
ほ
ぐ
し

ま
し
た
。

Ｑ
　
勝
因
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

Ａ
　
１
番
は
中
隊
全
員
が
同
じ
目
標
を
見
据
え
て
い

た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
選
手
だ
け
で
な
く
、

そ
の
他
の
隊
員
も
勤
務
等
を
通
じ
選
手
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
た
の
が
大
き
い
要
因
だ
と
思
い
ま

す
。

　
連
隊
は
、
５
月
８
日
（
月
）
か
ら
６
月
２
日

（
金
）
ま
で
の
間
、「
令
和
５
年
度
陸
曹
候
補
生

課
程
履
修
前
教
育
」
を
実
施
し
、
陸
曹
教
育
隊

入
校
に
あ
た
り
初
級
陸
曹
と
し
て
必
要
な
資

質
、
基
礎
知
識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
た
。
訓

練
を
実
視
し
た
最
先
任
上
級
曹
長
か
ら
は
、「
命

令
下
達
と
戦
闘
指
導
に
よ
り
、
自
ら
の
企
図
を

部
下
隊
員
に
対
し
て
如
何
に
徹
底
す
る
か
」
に

つ
い
て
指
導
し
、
任
務
分
析
に
基
づ
く
企
図
の

徹
底
を
行
い
、
状
況
に
応
じ
最
良
の
行
動
方
針

を
案
出
し
戦
う
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
新
た
な
戦

い
方
に
必
要
な
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
特
に
注
力
し
て
欲
し
い
と
助
言
し
て
学
生

達
の
や
る
気
を
鼓
舞
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
は
、
本
教
育
を
無
事
に
修
了

し
、第
一
陸
曹
教
育
隊
で
教
育
参
加
中
で
あ
る
。

　
陸
曹
候
補
生
課
程
履
修
前
教
育
で

は
、
男
性
の
普
通
科
隊
員
と
同
じ
訓

練
を
す
る
こ
と
や
慣
れ
な
い
組
長
や

分
隊
長
と
し
て
部
隊
を
指
揮
す
る
こ

と
は
大
変
で
し
た
が
、
こ
こ
で
学
ん

だ
た
く
さ
ん
の
事
を
忘
れ
ず
入
校
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
第
１
０
３
期
陸
曹
候
補
生
課
程
に

入
校
す
る
に
あ
た
っ
て
、
初
め
て
本

州
（
朝
霞
）
で
教
育
に
参
加
す
る
の

で
、
猛
暑
に
耐
え
ら
れ
る
の
か
、
そ

し
て
部
隊
か
ら
１
人
で
遠
く
離
れ
た

地
で
３
ケ
月
間
の
教
育
、
不
安
な
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
今
ま

で
の
部
隊
で
の
経
験
や
履
修
前
で
学

ん
だ
事
を
生
か
し
自
分
の
理
想
と
す

る
陸
曹
を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
！
部

隊
に
帰
っ
て
か
ら
即
戦
力
と
な
れ
る

よ
う
、
教
育
で
は
持
ち
前
の
元
気
と

明
る
さ
で
積
極
果
敢
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

本部管理中隊
通信小隊

畑中　楓花
趣味：野球

はたなか　 ふうか

　
連
隊
は
、
６
月
12
日
（
月
）
か
ら
６
月
16
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
北
海
道
大
演
習
場
島

松
地
区
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
連
隊
ド
ロ
ー
ン
操
縦
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
本
訓
練
は
、
災
害
派
遣
時
を
想
定
し
た
訓
練
と
戦
闘
訓
練
を
想
定
し
た
訓
練
の
区
分
で

実
施
し
、
災
害
用
ド
ロ
ー
ン
に
係
る
基
本
・
応
用
操
縦
要
領
及
び
指
導
法
に
つ
い
て
演
練

し
て
そ
の
能
力
を
向
上
さ
せ
た
。

旅
団
至
近
距
離
射
撃
競
技
会

旅
団
至
近
距
離
射
撃
競
技
会
１
中
隊
教
官

　
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

災
害
時
に
活
用
す
る
た
め
に

災
害
時
に
活
用
す
る
た
め
に

令
和
５
年
度
第
１
次
連
隊
災
害
用

ド
ロ
ー
ン
操
縦
訓
練

陸
曹
候
補
生
試
験
を
経
て

　
陸
曹
候
補
生
課
程
履
修
前
教
育

陸
曹
候
補
生
試
験
を
経
て

　
陸
曹
候
補
生
課
程
履
修
前
教
育

陸
曹
候
補
生

　
　
　
　
入
校
の
意
気
込
み

陸
曹
候
補
生

　
　
　
　
入
校
の
意
気
込
み

第
１
普
通
科
中
隊
チ
ー
ム「
第
１
位
」

旅団至近距離射撃競技会チーム対抗の部　優勝チーム
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泊村防災訓練

　
連
隊
は
、
５
月
８
日
（
月
）
か
ら
８
月

４
日
（
金
）
ま
で
の
間
、「
令
和
５
年
度

旅
団
レ
ン
ジ
ャ
ー
集
合
教
育
」
を
担
任
・

実
施
し
た
。

　
本
教
育
で
は
、
体
力
調
整
、
山
地
潜
入
、

水
路
潜
入
、空
路
潜
入
、破
壊
、生
存
自
活
、

格
闘
等
の
基
礎
訓
練
を
経
て
体
力
・
技
術

を
向
上
さ
せ
、
９
コ
の
想
定
に
区
分
さ
れ

た
行
動
訓
練
に
移
行
し
た
。

　
３
夜
４
日
の
最
終
想
定
で
は
、
体
力
・

気
力
が
限
界
の
中
、
戦
闘
隊
と
し
て
任
務

を
完
遂
し
駐
屯
地
に
帰
還
し
た
。

　
連
隊
か
ら
４
名
の
精
鋭
が
参
加
し
、
最

終
的
に
は
２
名
の
隊
員
が
全
て
の
訓
練
を

通
過
し
、
帰
還
式
に
お
い
て
担
任
官
か
ら

レ
ン
ジ
ャ
ー
徽
章
が
授
与
さ
れ
た
。
今
後

の
中
隊
に
お
け
る
活
躍
を
期
待
す
る
。

　
連
隊
は
、
７
月
23
日
（
日
）、
大
運

動
会
と
並
行
し
て
「
連
隊
ら
っ
ぱ
競

技
会
」
を
開
催
し
た
。

　
過
去
の
記
念
行
事
の
中
で
競
技
会

を
開
催
し
た
前
例
が
な
か
っ
た
が
、

「
ご
来
場
の
皆
様
に
ら
っ
ぱ
吹
奏
を
通

じ
て
、も
っ
と
自
衛
隊
の
こ
と
を
知
っ

て
欲
し
い
。」
と
い
う
強
い
想
い
か
ら

今
回
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
競
技
会
は
、
協
力
団
体
の
審
査

員
も
含
め
た
審
査
に
よ
り
、
個
人
演

奏
と
合
同
演
奏
の
区
分
で
競
わ
れ
、

第
２
普
通
科
中
隊
が
見
事
合
同
吹
奏

の
部
で
「
優
勝
」
を
果
た
し
た
。

　
連
隊
は
、
６
月
10
日
（
土
）
北
海

道
古
宇
郡
（
ふ
る
う
ぐ
ん
）
泊
村
（
と

ま
り
む
ら
）
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た

「
泊
村
防
災
訓
練
」
に
第
１
普
通
科

中
隊
の
14
名
が
参
加
し
た
。

　
泊
村
は
、
北
海
道
で
唯
一
の
原
子

力
発
電
所
「
泊
発
電
所
」
が
存
在
し
、

当
日
は
多
数
の
地
域
住
民
が
避
難
場

所
へ
の
避
難
訓
練
に
参
加
し
た
。
連

隊
が
泊
村
公
民
館
で
実
施
し
た
人
命

救
助
シ
ス
テ
ム
及
び
装
備
車
両
の
展

示
・
説
明
、
野
外
炊
具
に
よ
る
炊
き

出
し
に
も
多
く
の
村
民
が
訪
れ
、
野

外
炊
具
に
よ
る
炊
き
出
し
で
は
、
調

理
し
た
特
製
カ
レ
ー
を
約
１
４
０
名

の
地
域
住
民
及
び
自
治
体
の
皆
様
に

提
供
し
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、「
と

て
も
美
味
し
い
！
」「
避
難
し
て
い

る
と
き
に
食
べ
ら
れ
た
ら
嬉
し
い
」

な
ど
数
々
の
感
謝
や
感
想
を
い
た
だ

い
た
。

　
連
隊
は
、
近
年
頻
発
す
る
全
国
各

地
で
の
地
震
ま
た
、
道
内
に
お
け
る

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
蔓
延
等
の
各

種
災
害
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す

べ
く
、
緊
張
感
を
も
っ
て
災
害
対
処

能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
各
種
防
災
訓
練
に
積
極
的
に

参
加
し
て
、
関
係
自
治
体
及
び
機
関

並
び
に
各
協
力
団
体
と
の
更
な
る
信

頼
関
係
を
醸
成
し
、
連
携
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

　
連
隊
は
、
４
月
３
日
（
月
）
か
ら
６

月
30
日
（
金
）
ま
で
の
間
、「
令
和
５
年

度
自
衛
官
候
補
生
課
程
」
を
担
任
し
た
。

　
自
衛
官
候
補
生
は
、
約
３
か
月
の
期

間
で
基
本
教
練
、射
撃
訓
練
、行
進
訓
練
、

戦
闘
訓
練
を
演
練
し
、
自
衛
官
と
な
る

た
め
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る

と
と
も
に
、
自
衛
官
と
し
て
の
資
質
を

向
上
し
た
。
ま
た
教
育
期
間
の
終
始
を

通
じ
た
団
体
生
活
に
よ
り
、
21
名
の
同

期
の
絆
は
深
ま
り
、
厚
い
信
頼
関
係
を

構
築
し
た
。

　
６
月
27
日
（
火
）
に
は
５
名
の
ご
来

賓
及
び
14
家
族
25
名
の
ご
家
族
が
見
守

る
中
、
修
了
式
を
挙
行
し
、
同
日
付
で

21
名
の
自
衛
官
候
補
生
が
「
２
等
陸
士
」

に
任
命
さ
れ
、
担
任
官
か
ら
修
了
証
書

を
受
け
取
っ
て
、
北
は
名
寄
、
南
は
朝

霞
で
実
施
さ
れ
る
新
隊
員
特
技
課
程
に

参
加
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
地
に

旅
立
っ
た
。

旅
団
レ
ン
ジ
ャ
ー

養
成
集
合
教
育

連
隊
ら
っ
ぱ
競
技
会

連
隊
ら
っ
ぱ
競
技
会

見
事
な
演
奏
で
第
２
普
通
科
中
隊
優
勝
！

防
災
訓
練
を
通
じ

　
地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
醸
成

「
陸
上
自
衛
官
」と
な
っ
て
旅
立
つ

自衛官候補生課程自衛官候補生課程自衛官候補生課程自衛官候補生課程
　
連
隊
は
、
３
月
６
日
（
月
）
か
ら

３
月
10
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
北
海

道
大
演
習
場
西
岡
地
区
及
び
朝
里
岳

周
辺
に
お
い
て
「
令
和
４
年
度
旅
団

冬
季
遊
撃
集
合
訓
練
」
を
実
施
し
た
。

　
本
訓
練
は
、
旅
団
の
冬
季
遊
撃
特

技
保
有
者
８
名
を
対
象
と
し
て
、
襲

撃
任
務
に
係
わ
る
計
画
の
策
定
能
力

の
向
上
及
び
潜
入
〜
襲
撃
〜
離
脱
ま

で
の
戦
闘
下
に
お
け
る
状
況
判
断
能

力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

　
当
初
、
冬
季
に
お
い
て
使
用
す
る

雪
崩
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
、
プ
ロ
ー
ブ
、

ア
イ
ゼ
ン
、
ピ
ッ
ケ
ル
等
の
各
種
器

材
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
復
習
す
る

と
と
も
に
、
行
動
訓
練
に
お
い
て
は
、

約
25
㎏
に
も
及
ぶ
重
装
備
を
携
行
し

約
10
㎞
の
ス
キ
ー
機
動（
潜
入
）の
後
、

想
定
上
の
敵
部
隊
を
襲
撃
し
て
離
脱

す
る
ま
で
の
一
連
の
行
動
に
つ
い
て

演
練
し
、
そ
の
練
度
の
向
上
を
図
っ

た
。

　
本
訓
練
に
参
加
し
た
田
代
２
曹（
札

幌
市
出
身
）
は
、「
冬
季
に
お
け
る
気

象
条
件
の
厳
し
い
中
、
戦
闘
行
動
に

必
要
な
練
度
向
上
の
ほ
か
、
副
課
目

で
実
施
し
た
雪
崩
発
生
時
の
遭
難
者

救
助
要
領
に
つ
い
て
も
体
得
す
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
訓
練
で

あ
っ
た
。」
と
所
見
を
述
べ
た
。

厳
し
い
積
雪
寒
冷
地
で
の
戦
闘
行
動

厳
し
い
積
雪
寒
冷
地
で
の
戦
闘
行
動

旅団冬季遊撃集合訓練旅団冬季遊撃集合訓練旅団冬季遊撃集合訓練旅団冬季遊撃集合訓練

▶
個
人
演
奏
に
て
優
勝

し
た
服
部
３
曹

　（
２
普
中
）

▶
合
同
演
奏
に
て

　
優
勝
し
た

　
第
２
普
通
科
中
隊
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18連隊ホームページ
是非！ご覧ください

http://www.mod.go.jp/gsdf/nae/11d/garrison_hp/18i/18.html

隊内生活体験入隊とは．．．
一般の国民に、 短期間ですが、 自衛隊の駐屯地（基地）などの中で、 
隊員と同じような日課で、 起居宿泊する生活を味わい、自衛隊や隊員
の行動の一部を体験していただくものです！
今年は４月に１件の企業から申し込みがあり、 新入社員２名に対し基
本教練、ロープワーク及び12ｋｍ徒歩行進の内容で実施した実績が
あります。

各企業の皆様
お問い合わせはこちら！！
各企業の皆様
お問い合わせはこちら！！

フフォォ
トト
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98令和 5 年 8 月 1 日


